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｀はじめに

　『霊界物語ガイドブック』は，次に掲げる二つの資料が底本になっている。いずれも eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こば),木庭)

 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(つぎもり),次守)が編集している。これは『霊界物語校定版』が順次出版される中，読者の要望を得て発行されたものであり，このガイドブックもまた『霊界物語』読者の座右の書となることを願うものである。

　・『霊界物語資料篇』大本教典刊行会一九七一年発行　八五〜三九八ページの梗概の部分。

　・『霊界物語小事典』大本教典刊行会一九七二年発行　一〜一九九ページの主要部分。
　見出し語は旧仮名遣いで表記されている。造化の三神は，「ざうくわのさんしん」に掲載されている。現代仮名遣いでは「ぞうかのさんしん」であるから旧仮名遣いになれていない私などには探しにくい。このような不便はあるが，言霊学の立場からすると現代仮名遣いに改めるのは適当ではないと考え，原本の表現を変更していない。ただ，この例でいうと，「ぞうかのさんしん」の見出しを作り，「ざうくわのさんしん」を参照してもらう形を取っている。

　小事典であるから網羅的ではない。『霊界物語』独自の神名ではないにしても， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すしん),主神)である「あめのみなかぬしのおほかみ〔天御中主神〕」や「あまのみねひをのかみ〔天之峯火夫神〕」が無いなど，事典としての利便性に欠ける。そこで添付の霊界物語三神系時代別活動表と天祥地瑞神系表に見られる神名などは網羅するよう補足した。追加した部分は注記している。

　なお，本ガイドブックの底本になった前述の二冊に添付されている天祥地瑞神系表の中央の円のなかの天津瑞穂の神直下の小○の中は印刷ミスから空白になっている。昭和二七年三月十日に木庭次守が作成したものにはアが入っているので本ガイドブックではアを追加している。なお，次の文献の三四六ページには正しく神系表が再掲されている。

　出口王仁三郎口述　木庭次守編　『霊界物語大事典　總索引　その一』　日本タニハ文化研究所刊　一九九一年）

　この天祥地瑞神系表中のアウオの字は既存の活字では表現できない。これも父から聞いたことである。実際，前述の　『霊界物語大事典　總索引　その一』の神系表のアオウの字はすべて一部が途切れている。アについては一画目と二画目の間，オは三画目と一・二画の間，ウは，二画目と三画目の間である。大本ではアオウエイは五大父音（霊主体従卯の巻総説によると，宇宙に充満する五大父音は造物主なる真の神の生ける御声）という。これらは発音の際，ワ行とヤ行とは異なって，舌を口蓋から離す。

霊界物語はおほもとの最高教典

　大本の基本教典は，開祖 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(でぐち),出口)なお（以下，開祖）による eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おふでさき),御筆先)『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おほもとしんゆ),大本神諭)』と聖師出口 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おにさぶろう),王仁三郎)（以下，聖師）による『霊界物語』とされる。

　聖師の著作は数多く，表現が時と場合によって異なる様相を呈する。それは，開祖を信奉しつつ聖師を理解できない人々の攻撃や抵抗さらには eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かいざん),改竄)，そして和光同塵的表現を否応なく続けざるを得なかった聖師の社会環境によるものであろう。

　『霊界物語小事典』附録によると，『霊界物語』は聖師五〇歳の大正一〇年（一九二一年）一〇月一八日から聖師六二歳にあたる昭和九年八月一五日までの間に口述筆記された。全八十一巻（入蒙記を入れると全八十二巻）で，各巻口述筆記の所要日数は二日〜一五日である。この全八十二巻で最頻度を示す日数は三日で二十七巻に及ぶ。三日〜七日の範囲に七十二巻が含まれる。例外的に一五日に及ぶ巻号は，霊主体従寅の巻と天祥地瑞子の巻である。天祥地瑞子の巻は宇宙の誕生を言霊学から解明するもので緻密に表現されており別格であるから当然ではあろう。第七二巻までは大正一五年七月一日まで口述筆記され，天祥地瑞は昭和八年一一月二二日に開始されている。実に七年の空白期間を挟む。さて，霊主体従寅の巻に一五日を要したのは異例と言ってよい。『霊界物語』は全部読まねばわからないようにしてある，と言いながら，ただ一点を見ればわかる，という表現もある。この寅の巻が『霊界物語』の免許皆伝に深く関わっていると思われるのである。

　そういえば，父から「寅の巻＝免許皆伝」と洒落に笑いながら話されたことがある。梗概をみると，寅の巻のはじめに「本巻は太古の国祖の神政の内容，指導原理，施政方針，国家の機構，組織を最も明確に示されている」とされ，特徴のはじめに「国祖大神の神政の経綸が明確に示されている」とある。

　『霊界物語』口述筆記の期間は大本事件第一次と第二次の間に対応している。第一次は大正一〇年二月一二日に不敬罪と新聞紙法違反の疑いで聖師と教団幹部が検挙されている。聖師は一二六日間の未決拘置のあとで保釈された。その四カ月後からダイナマイトの爆破音のなかで『霊界物語』の口述筆記が始まる。初発の霊主体従子の巻の一部については，幹部によって改竄される事態になった。第二次は，昭和一〇年（一九三五年）一二月八日，第一次の際の二百名を越える警官五百名の急襲にはじまる。不敬罪並びに治安維持法違反。聖師以下教団幹部が検挙され拷問で一六名が死亡。『霊界物語』などは安寧秩序紊乱の罪で発売頒布禁止処分となった。（大本事件に関して次のサイトが参考になったhttp://ja.wikipedia.org/wiki/大本事件）
　国家からそして教団内部からの抑制された環境であるから表現には細心の注意が払われ，多くのカムフラージュを必要としたことであろう。しかしながら，聖師の最終校正は昭和一〇年六月二五日で終わっている。聖師は，この『霊界物語』を最も重視し拝読を奨励し，自らも昇天するまで繰り返し読んでいる。聖師は完成品と見なしている。それゆえにこの『霊界物語』が何よりも聖師をそしてその世界観を知りうる教典ということができるのである。

　さて，『新月の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(かけ),光)』の「月日のお陰で眼が見える」（上巻二五一〜二五二ページ　八幡書店　二〇〇二年復古版）には次のようなエピソードがある。少々長いが引用する。

　「昭和十三年のことである。大本事件の弁護の方針が建たず，困っていた時のこと。下宿の床の間に，熊本県三玉村の聖師と等身大のミロク神像の写真を額に入れて礼拝していたが，その由を真剣にお願いした。その夜の夢に暗い中から『月日のお蔭で眼が見えるのに，自分が見えると思っている』と大きな声が聞こえて眼がさめた。その意味が判らずに，朝の礼拝中に「その意味を知らして下さい」とお願いしていると，「大本の日は開祖であり，月は聖師である。弁護には，開祖と聖師の文献だけを使うように」とのことが判った。弁論の方針を証拠には開祖と聖師の文敵だけを使うこととした。後日，神諭に関する書類証拠を作成することとなり，早速，共同墓地に移された綾部の開祖の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(おくつき),奥都城)に参拝して，その由を祈願したところ，たちまち啓示があった。それより大声で『神霊界』掲載の『大本神諭』を音読した。その中に『ふでさき』があって『つきひのおかげでめがみえるのに，いまのじんみんわわれがみえるようにまんしんいたしてをるぞよ』とあるのには eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(びっくり),吃驚)してしまった。闇の中から夢の中で聞こえてきたのは， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うしとら),艮)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こんじん),金神)の雷声であったのである。この弁論の大方針によって，証拠を提出し，弁論要旨を作成することができたのである」。

　『霊界物語』は最高教典ではあるが，このエピソードから，改めて大本が聖師偏重だけでは立ちゆかないことを知る。

霊界物語の主張

　果たして神は存在するのか。存在するとすればどのようにして実感できるのか。神は人類が愛し頼れる存在なのか。人類が存在するこの宇宙はどのように発生しどこに行くのか。神の存在を前提にすると，人生のそして私の生きる意味は何か。死後の世界は存在するのか。死後，辿る道はどのようなものなのか。このような思いを抱く人々は少なからずいることであろう。

　上田 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きさぶろう),喜三郎)(王仁三郎の旧姓名)はこういった疑問を持ち続け追求し神と会った。この経緯は霊界物語にも記述されている。舎身活躍子の巻と丑の巻(通巻第三七，三八巻)である。梗概には，｢出口聖師が神霊世界に奉仕されるにいたった経路の要点を述べられたもので，いわゆる高熊山入山当時から大正五年頃までの自叙伝である。霊主体従子の巻に漏れたる eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あなを),穴太)における幽斎修行の状況や， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あやべ),綾部)にのぼって出口教祖（開祖）に面会し，神業に奉仕された次第が略述されている｣とある。聖師が神を信頼し神に守られていても，多くの eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さてつ),蹉跌)に見舞われる様子を知ることができるであろう。そして eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(いづ),厳)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みたま),御霊)にあたる開祖との間であっても理解されることは難しかった。開祖は開祖ご本人への神勅を通じて聖師を理解したことが見える。

　霊界物語には宇宙の誕生，独一真神である eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(すしん),主神)の誕生から国生み神生み，そして「おほもと」出現まで，過去の記録にはなかった神々の活動が示されている。霊界物語を通じて，主神の意志と eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くにたま),国魂)の詳細を説く。この霊界物語の主張に立って人が活動すれば世界は道義的統一を果たし，人々が生きがいを得て暮らすことができるとする。　

　次に，宇宙誕生にかかわる記述と現代の宇宙観の関わりをみる。
　アメリカ合衆国タフト大学のアレキサンダー・ヴィレンキン教授は無から宇宙が誕生するという量子宇宙論を提示し，現在高く評価されている。ヴィレンキン教授が言う無は物質も空間も時間もない場である。極めてエネルギーの高い真空のゆらぎというものがあって，ある確率でゆらぎが大きくなり，目には全く見えない極めて小さな粒が生まれる。そしてその一つから急激に拡大して吾々が暮らす宇宙が生まれたという。そして，こういう宇宙が多数存在するという。

Alexander Vilenkin, 1984. Quantum creation of universe.  Physical Review D, 30, pp.509-511. ここでは無から宇宙が生み出されるシンプルモデルが提示されている。http://www.closertotruth.com/participant/Alexander-Vilenkin
/116　ここには根源的なテーマに関するヴィレンキン教授へのインタビューが掲載されている。　http://www.youtube.com/watch?v=tvQW-Yiib38　NHKの放送が取得されている。ここにヴィレンキン教授のインタビューとその考え方が簡潔に示されている。

　 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(てんしやうちずゐ),天祥地瑞)子の巻，第一章 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あまのみねひを),天之峯火夫)の神，は次のように始まる。

「天もなく地もなく宇宙もなく，大虚空中（だいこくうちう）に一点のヽ（ほち）忽然と顕れ給ふ。このヽ（ほち）たるや，すみきり澄みきらひつつ，次第々々に拡大して，一種の円形をなし，（中略）ヽ（ほち）を包み，初めてス（⦿丸に・）の言霊生れ出でたり。此のス（⦿丸に・）の言霊こそ宇宙万有の大根元にして，主（ス）（⦿丸に・）の大神の根元太極元となり，皇神国（すめらみくに）の大本（だいほん）となり給ふ」とある。現在の宇宙論との類似性を感ぜずには居られないのである。このス（⦿丸に・）の言霊からウやアの言霊が生まれ，天祥地瑞神系表のごとく展開して言霊に対応した神々が生まれてゆく。

　木庭次守は聖師の『 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くにたま),国魂)論』を展開している（大本教学第一八号二八〜四七ページ　一九八〇年）。国魂には，この全宇宙を意味する大宇宙の国魂，太陽系を意味する小宇宙の国魂，地球を意味する大地球の国魂，世界の各国の国魂，（世界の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えな),胞衣)縮図である）日本列島及びその各国の国魂がある。そしてこの五種の国魂を生かして統一的に活動せしめることが神の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しぐみ),経綸)であり，霊界物語にはその方法が示されている。

　全地球を一体として天賦の国魂が発動するときは，神人一致の神政成就の暁となる。霊界物語三神系時代別活動表によれば，「国常立尊の神政」時代には，国常立尊（国祖）は太陽系天体の霊界を eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しうりこせい),修理固成)しトルコのエルサレムを神都として十二の国魂を配置して，世界を一体として神政を施行されていた。

　霊界物語丑の巻の梗概によれば，この神政は天地の律法に基づいて実行された。これは，国治立命と豊国姫命が天使天道別命とともに制定されたもので，天の大神の許しをうけて天上天下に施行され，地の高天原には黄金時代が実現した。ところが，実施の責任者である天使 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わ かざくらひめのみこと),稚桜姫)命とその夫神である eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(あめのわかひこ),天稚彦)が律法に違反し幽界に下る。

　その後も混乱があって国祖御隠退となったのであるが，主神の意志である国祖の復活で弥勒の世になりうるという流れが示されている。開祖の出現は国祖（ eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(うしとら),艮)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こんじん),金神)）の復活を意味する。聖師は昭和三年三月三日に神示に従って，「今日こそは五十六年七ヶ月 eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(みろく),五六七)の御代の始なりけり」と詠じている。これは地球上の国魂の統一，つまり，道義的世界統一の神業が地上に天降ったことを意味しているのである。

特に，スウェーデンボルグ著作の無断引用のこと

「霊界物語には，スウェーデンボルグ（エマヌエル・スヴェーデンボリ）著『天界と地獄』（鈴木大拙訳）からの流用が最も多い。それは eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(たま),霊)の eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps18 \o\ad(\s\up 17(いしずえ),礎)，霊界物語の巻一五，四二，四七，四八，四九，五一，五六，六三に主に流用され，その量は三〇〇箇所以上とされる。第二次大本事件の裁判記録にその名が出てくるが，霊界物語ではスウェーデンボルグ引用が明記されていない」（http://ja.wikipedia.org/wiki/霊界物語　一部文章を円滑化）。聖師と仰ぐ者からすると，この事実をどう解釈したらいいのか。聖師の文章の中にスウェーデンボルグの説に言及した部分があって天国の記述について肯定的であったような記憶があるがそれがどこに掲載されていたのか記憶がない。父の遺品の整理をしていた隅田・山崎両氏がこのスウェーデンボルグに係わっての詳細な指摘をした手紙を見つけた。この手紙は熱心な信者または奉仕者の若者からのもので，父に対面して質問したが明確な回答が聞けなかったので手紙での返事が欲しい，納得が行かない場合は信仰を捨てる覚悟というような文面であった。父がどのような返事をしたのか，それとも返事をしなかったのか気になった。両氏とともに鈴木大拙全集に掲載された『天界と地獄』と『霊界物語』を対照したが全く同じ部分があることを確認した。そして吾々はその事実をどう理解していいのかわからなかった。

　研究者の感覚からすると， eq \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひょうせつ),剽窃)の疑いも可能だ。とはいえ，聖師からすると既存文献も，霊界記述の単なる道具であった可能性はある。現在出版されている書籍や論文でも既存研究を無断で使って著者のオリジナルのように記述しているものは多数見られるのであるから，聖師の時代の既存文献の使い方は剽窃の意図がなくても考え得ることであろう。鈴木大拙の重厚な翻訳を聖師が信頼しうると考えたとも思われる。

　高熊山および穴太の自宅で聖師は霊界探検をする。時空が分離しない四〜五次元の世界をいわば平板的に見て宇宙誕生以降の歴史を見るのだが，それを理解し，教義として凡夫に説くというのは至難の業と言わなければならない。記紀，仏典，聖書，富士文庫，竹内文書，九鬼文書など多数の既存文献を渉猟して，霊界物語口述の準備が進められたと考えられる。スウェーデンボルグの『天界と地獄』もその一つで，聖師が見た世界と符合し（この点こそ強調したい）屈託無く利用することになったとも考えられるのである。

　スウェーデンボルグとは直接は関係ないが次の例を示したい。大本三大学則は本田翁のものと酷似している。大本三大学則は聖師が直接神授されたものであることを木庭次守は論証する（大本教学第七号二二〜三四ページ　一九七〇）。この論証の最後の段落で「以上のごとく，三大学則の中の最も中心になる『天地の真象』『万有の運化』『活物の心性』の意義について明快な解説を加えられて，学則運用の方法を示されている。換言すれば，真神の黙示である宇宙という経典の読み方の原理原則が示唆されている。全く有難い次第ではないか」としている。この解説から類推するに，聖師自身，この三大学則を使って，高熊山などで見聞したことの意味を既存文献も渉猟して研究・斟酌したと考えることができる。そして，三大学則の終わりにある「何ぞ人為の書巻を学習するを要せんや」と宣言されている。父と天恩郷の巡拝をよくした。必ずこの碑文の前で読み上げることになる。神の黙示を知る極意は，自然科学を研究するそれでなければならないと感じていたが，これも父から聞いたことではあった。
　このたび，このような形で出版の機会を頂いた武田洋一氏と入力並びに編集作業にご尽力頂いた堀本敏雄氏に心より感謝申し上げます。

